
年 月 日

保護者住所 　八百津町

保護者氏名

氏　　名

個人番号
（マイナンバー）

1月1日時点
住所（※）

DV被害に係る
不開示設定

氏　　名

個人番号
（マイナンバー）

DV被害に係る
不開示設定

※ 保育所等への入所月が4月～8月の場合：入所年度の前々年度の1月1日時点の住所

※ 保育所等への入所月が9月～3月の場合：入所年度の前年度の1月1日時点の住所

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

現　住　所

 □ 保護者住所と同じ

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

児童氏名
（複数人通園の場合）

児童氏名
（複数人通園の場合）

個人番号

個人番号

個人番号（マイナンバー）提出書 兼 同意書

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

　下記の者について、八百津町が保育所・幼稚園・認定こども園等の利用に係る認定・決定（利用者負担
区分の決定等）に必要な地方税関係情報および世帯情報を照会する（1月1日時点の住所地への照会も
含む）ことに同意します。

児童氏名
個人番号

 □申し出る　□申し出ない　（裏面を確認し、チェックしてください）

児
童
の
父

 □申し出る　□申し出ない　（裏面を確認し、チェックしてください）

児
童
の
母

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

現　住　所

 □ 保護者住所と同じ

1月1日時点
住所（※）

 □ 児童の父と同じ



　マイナンバーカードをDV加害者である元夫、元妻が所有している場合等、

マイナポータルを用いて避難先の情報が加害者に伝わる危険性があります。

　カード停止等により回避することができますが、以下の①②に該当する方は、

不開示の設定を申し出てください。それにより、保育所等の利用に係る認定・

決定に必要な情報を他市町村へ照会した際に、照会記録をマイナポータルへ表

示しません。

　①DVや虐待等の被害者である・・・・・【はい】・【いいえ】

　②加害者の下から避難先市町村に避難している・・・【はい】・【いいえ】

①②の両方が【はい】の場合は、『申し出る』にチェックを入れてください。

①②のどちらか一方でも【いいえ】の場合は、『申し出ない』にチェックを

いれてください。

≪想定されるケース≫ 

【ケース①】

　　避難先市町村から、避難元市町村に居住する加害者に係る情報照会をした

　場合に、当該避難先市町村からの照会記録があることにより当該DV・虐待

　等被害者の避難先の都道府県又は市町村に係る情報が伝わるケース 

【ケース②】

　　DV・虐待等被害者が加害者の所在地にマイナンバーカードを置いたまま

　避難した場合や、マイナポータルにおいて加害者を代理人設定している場合

　に、加害者がDV・虐待等被害者の自己情報を直接確認して避難先の都道府

　県又は市町村に係る情報が伝わるケース 

DV被害に係る不開示設定について



令和 〇〇 年 〇〇 月 〇〇 日

保護者住所 　八百津町八百津○○○○-○

保護者氏名 八百津　太郎

氏　　名

個人番号
（マイナンバー） 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3 3 3

1月1日時点
住所（※）

DV被害に係る
不開示設定

氏　　名

個人番号
（マイナンバー） 4 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6 6

DV被害に係る
不開示設定

※ 保育所等への入所月が4月～8月の場合：入所年度の前々年度の1月1日時点の住所

※ 保育所等への入所月が9月～3月の場合：入所年度の前年度の1月1日時点の住所

 　  児童の父と同じ

 　申し出る  　申し出ない　（裏面を確認し、チェックしてください）

児
童
の
母

八百津　花子 生年月日 　平成  ××年　　８月　　３日

現　住　所

　　 保護者住所と同じ

1月1日時点
住所（※）

児
童
の
父

八百津　太郎 生年月日 　平成　××年　　７月　　２日

現　住　所

 　  保護者住所と同じ

　岐阜県美濃加茂市太田町3431-1

 　申し出る  　申し出ない　（裏面を確認し、チェックしてください）

児童氏名
（複数人通園の場合）

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

個人番号

児童氏名
（複数人通園の場合）

生年月日 　　　　　　　　　年　　 月　　 日

個人番号

個人番号（マイナンバー）提出書 兼 同意書

　下記の者について、八百津町が保育所・幼稚園・認定こども園等の利用に係る認定・決定（利用者負担
区分の決定等）に必要な地方税関係情報および世帯情報を照会する（1月1日時点の住所地への照会も
含む）ことに同意します。

児童氏名 八百津小太郎
生年月日 　平成　××年　　６月　　１日

個人番号 7777 8888 9999

※ 記 載 例 ※



　マイナンバーカードをDV加害者である元夫、元妻が所有している場合等、

マイナポータルを用いて避難先の情報が加害者に伝わる危険性があります。

　カード停止等により回避することができますが、以下の①②に該当する方は、

不開示の設定を申し出てください。それにより、保育所等の利用に係る認定・

決定に必要な情報を他市町村へ照会した際に、照会記録をマイナポータルへ表

示しません。

　①DVや虐待等の被害者である・・・・・【はい】・【いいえ】

　②加害者の下から避難先市町村に避難している・・・【はい】・【いいえ】

①②の両方が【はい】の場合は、『申し出る』にチェックを入れてください。

①②のどちらか一方でも【いいえ】の場合は、『申し出ない』にチェックを

いれてください。

≪想定されるケース≫ 

【ケース①】

　　避難先市町村から、避難元市町村に居住する加害者に係る情報照会をした

　場合に、当該避難先市町村からの照会記録があることにより当該DV・虐待

　等被害者の避難先の都道府県又は市町村に係る情報が伝わるケース 

【ケース②】

　　DV・虐待等被害者が加害者の所在地にマイナンバーカードを置いたまま

　避難した場合や、マイナポータルにおいて加害者を代理人設定している場合

　に、加害者がDV・虐待等被害者の自己情報を直接確認して避難先の都道府

　県又は市町村に係る情報が伝わるケース 

DV被害に係る不開示設定について


